
教育心理研究部門 

 

「人生のやる気デザイン」研究部会（第15回） 

 

日時：2021年 7月 12日（月）13：00～15：30 

場所：オンライン（Zoom使用） 

出席：渡辺弥生・榎本淳子・杉本希映・中井大介・中谷素之 各兼任研究員 

吉久知延所長・山口和人・金沢千秋・泉水里香（野間教育研究所事務局） 

欠席：倉住友恵 

 

内容：（１）杉本研究員：Gritに関する研究報告 

1.「Grit についての自由記述―若者は『やり抜く』ということをどう思っているのか」

の調査結果 

・対象：大学生 32名（男性 8名 女性 24名） 

・内容：「1つの目標に向かって、長期間、情熱を持ち、粘り強くやり抜くこと」に対 

してあなたはどう思いますか？ ポジティブなことでもネガティブなことでも構 

いません。自由な意見をお書きください」と問いかける 

・結果：ポジティブな記述＝47 

    ネガティブな記述＝9 

    ポジティブ・ネガティブ両面の記述＝4 

 その結果を共起ネットワークとして図式化する 

    2. 登山に関する先行研究の文献紹介 

・「登山行動に関する社会心理学的研究：登山動機の構造とその変遷」岡本卓也・藤原

武弘（2015 関西学院大学社会学部紀要、120、167—180）  

    

（２）中谷研究員：「多文化を包摂する教室環境を考える」（日本学校心理学会第 23回大会

企画シンポジウム「外国人児童における日本の学校教育を考える」の

話題提供資料から）の研究報告 

 ◆コロナ禍によって見えてきた学校教育の課題→多様な子どもへの‶学びの保障″の脆さ 

 ◆多様な子どもが学ぶ学校・教室をどうとらえるか？ 

  ・研究１：多文化教室における社会的目標構造が学級適応に及ぼす影響 

 ・研究 2：多文化教室における社会的目標構造と‶自分とは異なる他者″を受け入れる

力の関連～多文化包摂コンピテンスの視点から 

 

  （３）中井研究員研究報告 
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・次回研究会 9月 13日（月）13：00～   


